
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

平成２１年 ５月 ３１日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究種目： 基盤研究（Ｂ） 

研究期間： 2006～2009 

課題番号： 18320110 

研究課題名（和文） 琵琶湖の歴史的環境と人間の関わりに関する総合的研究 

研究課題名（英文） Comprehensive research on relationship between nature 

and human activities around the Lake Biwa 

研究代表者   

水野 章二（MIZUNO SHOJI） 

滋賀県立大学・人間文化学部・教授 

 研究者番号：40190649 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：史学・日本史 

キーワード：歴史的環境、琵琶湖、内湖、地籍図、安治区有文書、中世遺跡

１．研究計画の概要 

 文献史学・考古学・地理学・民俗学の研究

者が協力し、徹底した史資料の相互批判を前

提にその共有化を図るとともに、共同調査・

研究を通じて、新しい環境史研究の方法の構

築をめざす。対象である琵琶湖集水域は完結

性の高い地理的・歴史的空間で、農・林・漁

業や交通・流通などの社会的分業を高度に発

達させるとともに、文献史料や民俗資料に恵

まれ、伝統的な景観・環境もよく保存されて

いるなど、環境史研究にとって最適のフィー

ルドである。かつて琵琶湖に多く存在した内

湖は、漁労や狩猟・採集などの多様な生業の

場であると同時に、津や城館・集落などが立

地し、支配の拠点ともなったが、水位変動な

どの影響によってダイナミックに消長を繰

り返した。本研究では内湖に焦点をあて、琵

琶湖の歴史的環境の変化と人間の関わりの

具体的な姿を、複合的な視点から明らかにす

る。 

  

２．研究の進捗状況 

（１）これまで刊行された滋賀県内の発掘調

査報告書を網羅的に収集・精査して、古代・

中世遺跡の成立・推移・消滅の過程や条里地

割施工との関係がわかるように発掘成果を整

理し直し、開発と河川・琵琶湖との関連など

に留意しながら、遺跡立地とその変遷の再検

討を進めた。 

（２）津田内湖に面する南津田村文書（国文

学研究資料館所蔵）の調査を進めて琵琶湖の

環境に関する文書を選び出し、その一部をマ

イクロ撮影した。また近世から続く葭卸問屋

である西川嘉右衛門家文書（近江八幡市）の

調査を進め、琵琶湖の内湖環境に関する文書

を選び出してマイクロ撮影した。同じくヨシ

帯などの利用・管理をめぐる周辺村落との紛

争など、琵琶湖の湖岸環境に関する情報を多

く含む史料群でもある安治区有文書（野洲市）

のうち、中・近世文書の調査を実施し、絵図

類を含め、近世までの全点の撮影を行った。

それとともに中世漁業史料などの重要史料を

多く伝える長命寺文書（近江八幡市）や大島

奥津島神社文書・沖島共有文書（近江八幡市）

の調査・収集を行なった。 

（３）近江八幡市・旧能登川町・安土町・旧



 

今津町・高月町などで、琵琶湖の湖岸環境を

直接示す資料である明治期の地籍図の所在確

認調査を行い、近江八幡市では専門家による

写真撮影を行った。それらの地籍図は、ＣＤ

化して利用の便を図った。 

４、大中の湖や沖島、大島奥津島神社・長命

寺周辺地区（以上近江八幡市）、西浅井町塩津

地区、彦根市荒神山西部、野洲市安治地区な

ど対象に、共同の現地調査を実施するととも

に、それぞれの視点からの琵琶湖の歴史的環

境に関する個別研究を進めた。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由）琵琶湖集水域の環境に関わる発掘調

査報告書の網羅的整理は、専門知識を有する

京都大学大学院生らの協力を得て順調に進

み、一部地域を残すのみとなった。史料収集

については安治区有文書・大島奥津島神社文

書をはじめ、注目していた文書群の調査・収

集をほぼ済まし、地籍図も大中の湖周辺地域

を中心に、ＣＤ化することができた。現地調

査についてはまだ不十分な点があるが、今後

の報告書作成と平行して進めていきたい。 

 

４．今後の研究の推進方策 

 大学の夏期休暇中に、残されている地区の

発掘調査報告書の整理を完了し、県内遺跡の

データ入力・分析を終了して、古代・中世遺

跡全体の立地とその変遷の過程を明確にす

る。それとともに、これまで収集した安治区

有文書などの文献史料や地籍図の分析と現

地調査の成果を統合して、琵琶湖の歴史的環

境の変化と利用のあり方を多面的に検討し

た論文を執筆する。１０月には成果をまとめ

て、出版助成を申請する予定である。 
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